
1 会 議 の 名 称 令和５年度第２回豊能町立図書館協議会 

2 開 催 日 時 令和５年１２月７日(木) １５時５５分～１７時３０分 

3 開 催 場 所 豊能町立図書館 集会室 

4 事 務 局 生涯学習課図書館 

5 

出 

席 

者 

委 員 

石塚 謙二委員 

金井 理枝子委員 

田中 未知委員 

西村 はるみ委員 

松島 康郎委員 

宗像 亮委員 

薮田 昇太郎委員 

事 務 局 

生涯学習課長 千歳 あや乃 

図書館長 藤木 裕美 

図書館主査 南 正好 

6 会 議 の 次 第 

 

1.生涯学習課長挨拶 

2.議題 

 公共施設再編の基本方針を受けてー図書館の整備について 

3.報告事項 

 1)豊能町の図書館活動 令和４年度 

 2)令和５年度活動報告 

 

 

7 審議等の要点  別紙のとおり 

8 報 告 者 豊能町教育委員会 こども未来部 生涯学習課 図書館 南 正好 

 

令和５年度第２回豊能町立図書館協議会 会議報告 
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令和５年度第２回豊能町立図書館協議会 要点 

（令和５年１２月７日（木）開催） 

 

開  会  開会の宣言、出席者と事務局員の紹介を行った。 

        

議  事 

 ①議題 

公共施設再編の基本方針を受けてー図書館の整備について 

事務局  (事務局より説明) 

 広報令和 5年 9月 10月 11月号に、公共施設再編の基本方針が決定したとあり、図書館につ

 いても再編する。集約して、新しい建物を建設してという方針が公になったので、ご協議

 いただきたい。 

 ９月号では、今豊能町はどうなっている、人口はどうなっている、建物はどうなっている、

 これから財政的にどうなんですかというと、１０月号では、公共施設再編検討委員会から答

 申が出たことを、１１月号では、その答申を受けて、町としての方針を説明している。 

 方針は、東西両地区において、公共施設の再編をそれぞれ行っていく。人口が 1万 5000人

 位に減少する見込みの中で、人口に見合った施設ということで、施設面積を大体 50％をめど

 に減らしていくということが基本となっている。 

 東地区は、公共施設が集まっている役場、中央公民館から国民健康保険の診療所の辺りに新

 しい施設を再編していく、西地区は、多くの施設があり、再編の場所は決定しておらず、ふ

 れあい広場から豊寿荘にかけて、この一体で探していくということ。 

 令和 4年に町は過疎地指定されたので、その財政的な支援が受けられる令和 12年度末まで、

 整備していくということが決まっている。 

 町方針出ましたが、実際使われるのは住民の方々なので、どのような施設がいいのか、どう

 いったものがこれから必要とされるのか、ワークショップやアンケートで、ご意見のほうを

 聞きたいというふうに公共施設再編の担当は言っている。 

 生涯学習課所管の施設の再編は、図書館、西公民館、中央公民館、ユーベルホール、郷土資

 料館の五施設が再編の対象に入っている。 

 

委 員 

 対象の施設に豊寿荘と、保健センターは入っていますか。（はい入っています。） 

 図書館は知的インフラであり、福祉施設等とは違い、なくすという選択はあり得ない。 

 （その通り、無くすという話は全く出ていない。） 

 若者の勉強する居場所が必要。 

 1か所ですべてが済むことはありがたいが、それぞれの機能がニーズに合っているのかが

 大切である。 

 町に図書館があるっていうことが一つの武器、環境がいいからそこで本を読みたい、町の図

 書館で本を読みたいという風になってもらえるような、お金をかけるんだったらそういう設

 備充実もできるといい。 

 学校教育から本がなくなるということは考えられない、今 ICTとかいろんな教育が増えてき
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 ましたけど、必ず読書の時間が必要。 

 図書館機能と学校図書館機能をどう充実させていくかをより考えていかないといけないと。 

 子育て世代が増えて人口増しているところは、やっぱ子育て施策を充実させていると言われ

 ているので、複合施設になると、予防接種しながら、子育て相談も行けて、図書館を利用で

 きてっていうのは、本当に便利。 

 広場があって、役場の窓口があって、お隣に図書館が広がっていてすっと行けるほうが良

 い。 

 （そういうのが、これからの設計のコンセプトになると思います。） 

 今テーマ展示っていうのをずっとしていると思うんですけどそのテーマ展示がしやすいよう

 な、可動式の本棚の導入で、蔵書の数の減少というのは、補えるかもしれない。 

 （図書館は、日本図書館協会が基準を設けていて、建物の面積や蔵書数に一定の基準があ

 る。） 

 住民にアンケートとかは。 

 （今年度中に行うと聞いている。住民皆さんの前に委員の意見が聞きたい。） 

 1つの施設になって機能アップが図れればよいこと。 

 複合施設は必要のない壁を取っ払って、自然が取り込める空間が欲しい。 

 配架面積が減ったとしても書庫は充実させ、広域連携を広げて図書館機能は充実を。 

 公民館はいつも一杯だけどどうなるのか。 

 （いっぱいの時間帯曜日とそうでない時間帯や曜日がある、また、利用人数による部屋

 の調整がしにくくはなっている。） 

 ちょっと腰掛けたり、お茶したりするスペースが欲しい。 

 東西それぞれに合うもの違うものを作って、互いに交流すればよい。 

 

事務局   

 これからアンケートや住民意見を集約して計画がされることになるが、基本計画等たた

 き台が出てきた段階でまた意見を聞きたい、よろしくお願いする。 

 

 ②報告事項 

 ㋐豊能町の図書館活動 令和４年度 

 ㋑令和５年度活動報告 

 

事務局 （事務局より説明） 

 令和 4年度図書館活動の報告は配布冊子のとおりで、主なものとしては、図書館電話設

 備更新工事、音座図書館開催、多目的トイレの水栓取替になります。 

 貸出人数や冊数はコロナ以前に回復してきた。特に展示の資料のご利用が多くなった。 

 令和 5年度になり、活動してきたことは、11月広報で読書週間に合わせて図書館特集を

 行った。図書館から出ていく活動として、絵本のじかんの開催や、洋書の多読本サービ

 スの開始と多言語活動として英語によるお話し会の実施など。 

 また、館外返却ポストの試行や子ども食堂での読み聞かせも行っています。 

 今後デジタルアーカイブとして、まず石仏から公開していく予定になっています。 
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委 員   

 朗読会の活動はないのでしょうか。 

 

事務局      

 コロナ以前は何グループかが実施されていましたが、なかなか大変そうです。今は西公

民 館でされていますが、来年度には図書館でできるように考えます。 

 

以上 

 


